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Tops Interview

◆医学生時代は免疫学の黎明期

楠見 Reed
8 17

 

平野 1966
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1971

 1
NIH
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楠見
平野

◆実験結果をジェネラライズして核心に迫りたい

楠見

 

平野

working 
hypothesis

 

 6

◆知的好奇心の旺盛な楽天家は研究者向き

楠見

平野

 

楠見

ゲストの平野俊夫・大阪大学総長は、
スウェーデン王立科学アカデミーが表彰する
クラフォード賞をはじめ、数多くの受賞歴がある世界的な免疫学者。
基盤研究を重視する大学は、知的好奇心を追求し、
ロマンを経験・発信できるところだ、と語る。研究者の生き方と大学の使命

◉平野 俊夫 • 

◉楠見 晴重 • 
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Tops Interview

平野

 

◆ロマンを経験・発信する基盤研究は大学の使命

楠見

平野
50 100

楠見

平野

 

◆国際交流の根本は互いの文化の理解と尊重

楠見

7

4

楠見 晴重（くすみ はるしげ）
1953 78
81 82

90 91 Imperial College
02 07
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平野 俊夫（ひらの としお）
1947 1972
73 76 NIH

80 84
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■リーダーズ・ナウ［在学生・卒業生インタビュー］ LEADER
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 梶山 智史 さん
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  M1
 山本 寛子 さん

失敗をカバーできる、
人に優しいホームオートメーション技術

1993

電気学会優秀論文発表賞
（基礎・材料・共通部門表彰）を受賞
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山本 寛子─やまもと ひろこ
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梶山 智史─かじやま さとし
1967 42 91 93

R&D
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Research Front Line

 

2006

─日本のミュージアムにもそのような傾向があるのですか？
 

─最後に、現在村田先生が調査されているマンガミュージア
ムについて。
 

■研究最前線

ミュージアムの社会的な意味を問う研究

　村田 麻里子 准教授

■ミュージアムと市民をつなぐ研究が原点

─ミュージアムと社会の関係に注目した研究を始めたのは、
何かきっかけがあったのですか。
 

 

 

 

 

■メディアとしてのミュージアムを考える

─その問いに答えようとするところから、「メディアとしての
ミュージアム」という考え方が生まれ、深まってきたのですか。
 

 

 

 

■拡張し、スペクタクル化するミュージアム

─欧米のミュージアムの新しい流れについて教えてください。
 1990

I M
1993

2000

MoMA 2004

 

メディアとしての
ミュージアム

MoMA
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■研究最前線

500

■「ゾル -ゲル法」でセラミック薄膜を作る
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-
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Dip-coating
Spin-coating

500 900 図１

■応力・亀裂発生機構の解明に向けて

 - 40

 

Research Front Line

 

 

 

■低耐熱性材料にセラミック薄膜を載せる

─プラスチックス表面にセラミック薄膜を作る必要性につい
て。
 

-

150 200
300

500
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─それはどんな方法ですか。
 図２
 

500

 

ITO 図３

■常識にあえて挑戦した結果

─他の方法との違いや特徴は？
 

「ゾル -ゲル法」によるセラミック薄膜作製の研究

 
　幸

こう づ か

塚 広光 教授

プラスチックス上に
セラミック薄膜を形成

ITO

Ti

Ti

Ti

Ti

Ti
Ti

O

O

O

O

O

O

O

O
O

O

O
O

OH

HO

O

O O O

OO

Ti

Ti
Ti

Ti

Ti

Ti

Ti

Ti

ゾル

ゲル膜 セラミック膜

基材

ゾル

スピンコーディングメタロキサンポリマー

（メタロキサンポリマーの溶液）
ゾルの作製 ゲル膜の作製 焼 成

ディップコーディング 500 － 900℃

基材

◉ゾル -ゲル法によるセラミック薄膜作製の概要（図1）

酸化物ゲル膜

シリコン基材

シリコン基材

シリコン基材

プラスチック基材

プラスチック基材

プラスチック基材

シリコン基材

セラミック膜

焼成　500℃

引き上げ
接着剤

セラミック膜

接着剤

完 成 品

セラミック膜

高分子膜
または炭素膜

高分子膜
または炭素膜

　　高分子膜

高分子膜または炭素膜を
粘着テープにより除去

◉プラスチックスへのセラミック膜の形成（図2） ◉アクリル板上の透明導電性 ITO薄膜（図3）

 

 

─研究指導面のアドバイスなどは？
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STAND UP!!  !!

 

700

 

2011年度の第34回関西大学統一学園祭が、11月3日から6日まで千里山キャンパスで開催
された。今年のテーマは、「STAND UP!!  関祭!!」。さまざまな企画や催しが繰り広げられ、
関大生のパワー全開の4日間となった。

関西大学では東日本大震災発生以来、被災地の現状を知り、
被災者の方々と心を共にするために、さまざまな活動を行っ
ている。その一部を報告する（大学ホームページに順次掲載）。

◉「ワタノハスマイル＠関大」を開催

◉「被災地に学ぶプロジェクト」を実施

◉「いわてGINGA-NETプロジェクト」に参加

 20 8 24  30 GINGA-NET

9 13 28

◉被災地で理科実験の出張講義を実施

 5 9 5 9

◉政策創造学部の学生らが「まごころ講談会」に参加

9 30 3
2

2

40

 10 25 11 13

東日本大震災に関する
関西大学の取り組み

Action!
第34回関西大学統一学園祭を開催



OINT ROGRAM
■社会貢献・連携事業／地域連携
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EXPO2011
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400

「第1回大阪マラソン～OSAKA MARATHON 2011～」（大
阪府・大阪市・一般財団法人大阪陸上競技協会主催）が、10月
30日に開催された。協賛団体として大会運営に協力する関西大
学からは、19人のランナーが出走。給水ボランティア、語学ボ
ランティアとして多数の学生が参加し、応援団や同好会も多彩
な応援イベントで盛り上げた。

■ 大阪マラソン開催記念シンポジウム

 
in 9 24

1

オール関大で給水・語学ボランティア、応援活動

大阪の街で関大生が“考動”した！

■ メンタルトレーニングの公開講座 ■ 「大阪マラソンEXPO2011」に関大ブースを出展

8
10 10

220

「この水で頑張ってや！」

23

3,000

 

 9 40 30

11 3 3 CLAIRS
Belly Divas

 19

「外国語対応、応援はまかせて！」
◉ 関西大学協賛の「第1回大阪マラソン」開催
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■関大ニュース
K A N D A I N E W S

関西大学など4大学が国際化推進に向けた
ネットワーク形成に関する協定を締結
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東京で「関西4大学学長フォーラム」開催

チュラロンコン大学学長に名誉博士号授与
「関西大学バンコクオフィス」を開設

8 26

10 1

大規模地震避難訓練「関大防災Day2011」

1
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Day2011
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